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2018 年度一般社団法人 緑の循環認証会議（SGEC/PEFC ジャパン） 

第 3 回理事会・評議委員会資料 

別冊資料１ 2018 年度事業報告について 

事業期間 2018年 4月１日から 2019年 3月 31日  

 

注 2018年度事業報告（案）については、2019年度第 1回理事会に提出・審議し、その上で

社員総会で報告する。（注：事後修正；第 3回理事会、評議委員会記事のみ追記） 

 

1．総括  

一般社団法人緑の循環認証会議（SGEC/PEFC ジャパン）は、2017年度第 3回理事

会（2018年（平成 30年）3月 29日）で決議された 2018年度事業計画に基づき、「PEFC

事務受託業務を含む国際森林認証制度への円滑な移行」、「2020 東京五輪・パラリンピ

ックの競技施設等への森林認証材利用促進に向けた啓発活動」、「アジアを中心とした認

証材サプライ・チェーンを構築するための地域活動や調査研究活動」、及び、「国際森林

認証制度として管理運用規格の整備」等を中心に事業を実施した。 

実施に当たっては、定款等に基づき、規格改訂手続き・説明内容に関し透明性を確

保した運営、及び積極的な普及広報活動の実施に努めた。 

 この結果、認証事業に関しては、FM認証面積 190万 ha,CoC認証事業体約 860と増加

基調を維持した。 

 

2．会議 

（社員総会、理事会、評議委員会、専門部会、作業部会、規格検討委員会） 

 

定款に基づき、社員総会を 1回、理事会・評議委員会を 3回、専門部会を 1回、作業

部会を 1 回、東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」で実施し

た。なお、情報公開・意見聴取のため、理事会、評議委員会、専門部会、作業部会開催

前には、審議検討・改正に係る事務局案を関係者に送付し意見を求めた。いずれの会議

でも、意見書の提出はなかった。 
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2.1 社員総会 

 

2018 年（平成 30 年）6 月 20 日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水

協会会議室」において、2018 年度（平成 30 年度）定時社員総会議長：佐々木会長）を

開催し、提出議案を原案どおり決定した。 

 

議  事 

議案第 1 2017 年度 事業報告  

議案第 2 2017 年度 決算報告 

議案第 3 SGEC 文書の一部改正、廃止（案） 

議案第 4 その他  

 

報告事項 2018 年度 事業計画, 2018 年度 収支予算 

 

 
2.2 理事会 
 

 (1) 第 1回理事会 

2018 年 6 月 5 日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」に

おいて第 1 回理事会（議長：佐々木会長）を開催し、平成 29 年度の決算書及び事業報

告並びに規約の一部改訂について審議し、原案どおり承認・決定した。 

 

議 事 

議案第 1号 2017 年度(平成 29 年度)事業報告  

議案第 2号 2017 年度(平成 29 年度決算報告  

議案第 3号 2017 年度(平成 29 年度監査報告 

 議案第 4号 2018 年度(平成 30 年度)収⽀予算（案） 

 議案第 5号 役員の改選及び評議委員の選任 

議案第 6号 その他 SGEC 規約の改正等 

 

(2) 第 2回理事会   

2018 年 11 月１日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」にお

いて第 2回理事会を開催（第 2回評議委員会と同日開催）し、先住民アイヌ規格改訂案等に

関し審議、決定した。なお、評議委員、理事に対し事前に改正に係る事務局案を送付し意見

を求めた。意見書の提出は、なかった。 

 

議 事 

議案第 1号 SGEC文書及び同運用文書の一部改正（アイヌ規格関係） 

理事会は、評議委員会からの提案をうけ、審議の結果、規格改正内容を確定し、理事会として決定した。

PEFCに対する報告、国内関係者への周知を早急に実施することとされた。 

なお、FPIC（Free Prior Informed Consent）に関する事務局の説明内容を Q&Aの形で整理し、評議委員

会、理事会に提出・説明した。 
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議案第 2号 その他 

事務局から、「 We Love Forest プロジェクト」、少花粉スギ推奨事業、に関し説明した。 

 

（3）第 3回理事会 

2019年 3月 27日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」に

おいて第 3回理事会を開催（第 3回評議委員会と同日開催）し、2018 年度事業報告（案）

の報告、2019 年度事業計画（案）、2019 年度収支計画（案）等に関し審議、決定した。 

なお、理事に対し事前に改正に係る事務局案を送付し意見を求めた。意見書の提出は、な

かった。 

 

 議事 

議案第1号 2019年度事業計画（案）について 

議案第２号 2019年度収支予算（案）について 

議案第３号 2019年度短期借入金の限度額（案）について 

議案第４号 2019年度の会費及び納入方法(案)について 

議案第５号 賛助会員新規加入の承認 

議案第６号 役職員の任免 

議案第７号  2019年度社員総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項（案）について 

議案第８号 その他 

 

報告    2018年度事業実施報告について 

 

2.3. 評議委員会 

 

（1）第１回評議委員会 

2018年 6月 4日に「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」において第１回評議

委員会（座長：田中潔：大日本山林会会長、元森林総合研究所所長）を開催し第 1回理

事会に付議すべき事項につき審議し、原案通り了承された。 

 
議事 

議案第 1号 2017 年度事業報告について 

議案第 2号 2017年度決算報告について  

議案第３ SGEC ⽂書の⼀部改正（案）について  

議案第４ その他 [報告事項]  

報告 1 2018年度事業計画（案）について  
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報告２ 2018年度収⽀予讃（案）について   

  

（2）第 2回評議委員会 

 2018 年 11 月１日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」

において第 2 回評議委員会を開催（第 2 回理事会と同日開催）し、専門部会から提出さ

れた先住民アイヌ規格改訂案等規格改正最終原稿案を検討し、理事会に提出する最終原稿

を確定し、理事会議長に提出した。なお、評議委員に対し事前に改正に係る事務局案を送付

し意見を求めた。意見書の提出は、なかった。 

 

議事 

議案第 1 号 SGEC文書及び同運用文書の一部改正（アイヌ規格関係） 

議案第 2号 その他 

事務局から、「 We Love Forest プロジェクト」、少花粉スギ推奨事業、に関し説明した。 

 

（3）第 3回評議委員会 

2019年 3月 27日に東京都千代田区の「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」に

おいて第 3回評議委員会を開催（第 3回理事会と同日開催）し、2018年度事業報告（案）、

2019年度事業計画（案）、2019年度収支予算（案）等に関し審議し、結果を理事会に提

出した。 

 

議事 

議案第1号 2019年度事業計画（案）について 

議案第２号 2019年度収支予算（案）について 

議案第３号 2019年度短期借入金の限度額（案）について 

議案第４号 2019年度の会費及び納入方法(案)について 

議案第５号 その他 

 

報告      2018年度事業実施報告について 

 

2.4 専門部会 

2018 年 6 月 4 日に「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」において第１回専門

部会（座長：永田信 東京大学名誉教授；大日本山林会副会長）を開催し第２回評議委

員会に付議すべき作業用原稿案を審議し、原案通り了承された。 
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2.5 作業部会 

2018年 10月 1日に「永田町ビル４階 日本治山治水協会会議室」において第１回作業

部会座長：田家農業研究センター理事長・研究員）を開催した。 

利害関係者として、北海道アイヌ協会 阿部副理事長、佐藤事務局長、北海道大学アイヌ

研究センター落合准教授及び北海道庁森林計画課担当官を招聘し、阿部氏の挨拶、落合氏の

講演の後、作業部会（座長：田家農業研究センター理事長・研究員他委員 10 名）に対して、

事務局から専門部会に上程する作業用原稿案を説明し、委員から意見が述べられた。 

 

なお、作業部会を含む 2018 年度の先住民・アイヌ規定改訂に係る SGEC の主要会合

は、下表のとおりである。 

 

    2018 年度の先住民アイヌ規約改定経緯（主要会合等） 

開催年月日 内容 参加範囲 

2018年7月19日 原案作成のための意見交換 北海道アイヌ協会佐藤事務局長 

2018年7月19日 原案作成のための意見交換 北海道大学アイヌ研究センター落合准

教授 

2018年7月19日 原案作成のための意見交換 北海道庁林務局、北海道森林管理局担

当官 

2018年8月6日 作業部会説明用事務局原案説明・意

見交換 

林野庁関係部課担当官 

2018年10月1日 作業部会の開催 

アイヌ協会阿部副理事長挨拶、北大

落合准教授講演 

作業部会への事務局原案説明・意見

交換 

 

座長：田家農業研究センター理事長 

参加者：北海道アイヌ協会 阿部副理

事長・研究員、佐藤事務局長、北海道

大学アイヌ研究センター落合准教授北

海道庁森林計画課担当官等10名と事務

局 

2018年8月9日 北海道アイヌ協会主催（国際先住民

の日記念セミナー： 国際森林認証

制度とアイヌ民族ーSDGs とこれから

の北海道ー で講演（アイヌ民族と

森林認証の説明） 

参加者：北海道のアイヌ関係者、森林

関係者など150名 

講師：SFC, SGEC, NGO 有識者 

2018年10月5日 事務局案（作業部会の意見を反映）

をSGECnのＨＰ上に公開、意見を求め

た 

一般公開 
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2018年10月18日 専門部会が規約改訂作業用原稿を作

成した 

座長；永田東京大学名誉教授ほか委員

出席者１０名と事務局 

2018年11月1日 評議委員会・理事会が審議決定 評議委員会議長：田中大日本山林会会

長、理事会議長：佐々木SGEC会長 

参加者：評議委員6名、理事16名と事

務局 

2018年11月1日 改正した先住民アイヌ規格の内容を、SGEC Web-site に公表・公示した。 

2018年11月1日 PEFC本部に改訂経緯書を送付した  

 

 

3.認証規格の検討・改正業務 

 

3.1  現行 SGEC 文書（規格）の改訂 

2018 年度には、理事会承認規約として、先住民アイヌ規格改訂、顕彰・表彰規格の

改訂を実施した。先住民アイヌ規格改訂は、作業部会、専門部会、評議委員会、理事会

と情報公開、意見反映の手順に従って実施した。また、会長決裁通達として、専門家の

意見を反映しつつ、少花粉スギ植栽推奨事業、モニタリング規則（会長通達）を改訂し

た。 

 

3.2  規格検討会の新設 

2018 年度には、PEFC 本部の FM 基準、グループ森林管理基準の改訂、国連の SDGs 

目標に対応した日本のSDGs実施方針が明らかになったことなど、新たな情勢に対応して、

今後の SGEC 文書の調整を図るため、事務局内に「持続可能な森林認証及びグループ

認証規格検討会」を設置し、PEFC の森林認証基準、グループ森林管理認証基準の和訳

版を含む報告書を取りまとめた。 

 

4. 認証業務  

 

 森林認証面積、CoC 認証事業体数は、増加基調を維持している。公示認証機関には

増減はない。認証機関との打合会や認証機関に所属する審査員の研修を実施した。 
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4.1認証実績及びロゴマーク使用ライセンス番号取得状況 

（2019年 1月 31日現在） 

 

 認証実績の概要は、次のとおりである。 

(1）「SGEC認証森林面積」:1,901,718.78ha（2019年 1月 31日現在） 

(2）「SGEC/PEFC認証 CoC企業数」：860企業（2019年 1月 31日現在） 

 

(3) SGEC/PEFCロゴマーク使用ライセンス番号取得件数 2019年 1 月 31日現在 

     FM 認証取得企業：77件 

     CoC認証取得企業：345件 

 

4.2．2011～2018年度末現在の認証森林面積、CoC企業数の推移 

 2016 年の PEFC との相互承認以降、認証林面積、CoC 企業数とも増加基調を維持し

ている。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：2017，2018, 2019 年の CoC 企業数には、相互承認にともない、それ以前に PEFC が認証していた CoC

企業数（約 200）を合算した。 

 4.3．認証機関との会合等 

  認証審査員研修を実施したほか、SGEC 規格改正に際し意見を聴取した。 

 

  年 認証森林(FM)面積 CoC企業数       備考 

2011 864,351.26 408 2011.3.31 現在 

2012 887,932.59 379 2012.3.31 

2013 968,168.28 381 2013.3.27 

2014 1,248,231.16 376 2014.3.31 

2015 1,254,642.03 343 2015.3.31 

2016 1,470,501.08 364 2016.3.31 

 2017 1,611,326.04 612 2017.3.31 

2018 1,665,763.85 808 2018.2.28 

2019 1,901,718.78 860 2019.1.31 
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4.3.1認証審査員研修 

2018 年 4 月 18，19 日に永田町ビル４Ｆ治山治水協会会議室にて座学 2 日（参加１

６名）、4 月 20 日には静岡県富士市、富士宮市において現地見学実習 1 日（参加 15

名：プロジェクト認証 富士山世界遺産センター等）の行程で実施した。 

（研修日程は別紙「SGEC/PEFC審査員研修 教育プログラム」参照） 

別紙 SGEC/PEFC審査員研修                          2018.4.12     

教育プログラム 

                                   敬称略 

月 日    時 間 研修科目 講 師 

4 月 18日 13:00～13:05 SGEC挨拶  

13:05～14:05 ・森林計画制度について 中尾昌弘 

林野庁計画課全国森林計画

班課長補佐 

14:05～15:05 ・クリーンウッド法について 松山知恵 

林野庁木材利用課合法伐採

木材利用推進担当課長補佐 

15:05～16:05 ・ISO 国際認証規格に関する留

意点 

(ISO/IEC 17065、17021等) 

・認定審査の動向 

堀江 隆 

公益財団法人日本適合性認

定協会(JAB）参事補 

16:05～17:00 ・認証制度運営上の留意点 

・PEFCの規格改正の動き 

三島征一 

SGEC/PEFC-J 事務局 

4 月 19日 10:00～10:30 オリンピック・パラリンピック

と森林認証 

武内晴義 

SGEC/PEFC-J 事務局 

10:30～12:00 SGEC認証規格の改正について 

FM 認証（モニタリング方法）の

改正について 

瀬川宗生 

SGEC/PEFC-J 事務局 

12:00～13:00 （昼食）                  

13:00～15:00 

 

PEFCCoC認証の運営上の留意点

（プロジェクト認証含む） 

高原繁、堀尾牧子 

SGEC/PEFC-J 事務局 

15:00～16:00 認定・認証に関する最近の課題 周藤眞(15 分)、仲建三(15

分)、各認証機関発表 

16:00～17:00 質疑応答（全般について） 

意見交換 

SGEC/PEFC-J 事務局 
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4 月 20日 10:10～16:00 

（10:10 新富士

駅集合、16:00

新富士駅解散） 

現地研修(静岡県富士市、富士宮

市)・冨士山世界遺産センター 

・日本製紙北山社有林 

・冨士ひのき加工協同組合 

現地案内  

静岡県富士農林事務所 

 

4.3.2認証機関との打ち合わせ会 

SGEC 文書の FM 規格改正 2 案件（先住民アイヌ規格案、モニタリング方法案）に関

し、FM 認証機関の専門家に意見を求めた。先住民アイヌ規格改正においては作業部会

への参加を求め、モニタリング方法の規格作成（会長決裁文書）作業においては認証機

関会合として実施した。 

 

5. 普及・広報業務  

 

普及広報業務として、1．顕彰事業 2．パンフレットなど普及メディアの作成配布 3.

展示会への出展、4.森林認証フォーラム、認証実務セミナーなどイベント、5．SNSなど

インタネットメディアを通じた普及広報、6 .普及促進に係る組織作りとキャンペーン

活動 7.持続可能な木材・紙調達基準作成支援、等を実施した。 

 

5.1. 顕彰・表彰 

 

 2018年度中には、写真コンテストを実施し、優秀作品 7点を表彰した。 

なお、その中からは、PEFC本部のコンテストで最優秀作品が選ばれた。 

なお、森林認証関連では 2017年度の SGEC顕彰案件（富士ヒノキ・プロジェクト認証） 

及び オリンピック委員会の調達基準に即して、認証材供給に尽力し、オリンピックス

タジアムへの 47都道府県からの認証材供給体制を整備したたナイス社の活動が、Woodn 

Design賞を受賞した。 

 

5.2普及メディアの作成・配布 

 

展示用品、パンフレットを普及セミナー・説明会用資料、展示会等での普及広報に

利用した。2017年度作成版の在庫品、PEFCアジアプロモーションズ作成資料を含む

時点修正版を作成利用した。また、HP上にパンフレットのサンプル、手持ち在庫表、

販売単価表表を掲示した。 
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 2018 年度のパンフレットの配布部数は、会合、展示会、地方協議会主催展示会向

け郵送、販売等を含め、在庫をのぞき全体合計で約 5000部程度である。 

  

 

 

 2018年度 普及啓発用品の作成・利用 

番

号 
品名 

支

番 
内容 数量 利用 備考 

1 冊子   
国際化した森林認証制度活用

の手引き（2017年 4月 1 日） 
 森林認証フォーラム、認証

機関会合などで配布済、 

HPに掲

載 

2 
説明用資

料 

1 
SGEC/PRFC森林認証セミナ

ー資料（2017 年） 
 森林認証セミナー等で配布

済 
  

2  PPT説明資料     
PPT説明資料は放映、コピ

ーを説明用に配布  
  

 
YouTube (PEFC 作成；SDGｓと

森林（テロップ英＞和訳版） 
 

PAプロモーションから譲渡 

SGEC フォーラム、 エコプ

ロでかけ流し利用 

HP リン

ク 

3 展示用品 

1 バナー・立て看板 1 式 
フォーラム、セミナー、会議

で使用、希望あれば貸出 
  

2 木製展示棚 1 式 展示会で使用   

3 SGECロゴ入りコースター  配布残を展示会で展示用

に使用 
  

 

4  
PEFCロゴ入り商品見本 1 式  

フォーラム、セミナー、会議

で使用、希望あれば貸出 
  

5 認証事業体一覧パネル 1 枚 
2018 年度版を展示会（エコ

プロ）で使用 
 

4 

パンフレッ

ト 

4 種 

1 

「世界が環境に注目」 

（SGEC PEFC-J 国際森林認

証制度 2017 年 10 月 ） 

500

部 

展示会、会合などで無償配

布 

 

需要に応じ有償販売 

HPに掲

載 

2 

「資源循環型社会の実現」 

 (SGEC PEFC-J 国際森林認

証制度 2017 年 10 月版） 

500

部 

HPに掲

載 

3 

「責任ある選択のために」 

 SGEC PEFC-J 国際森林認

証制度のアウトライン （2017

年 11 月） 

500

部 

HPに掲

載 

4 

「地球を守り、森林を守る国際

ルール」 SGEC と PEFCのは

なし( 2019 年 1 月）増刷  

5000

部 

HPに掲

載 

 What's PEFC PEFC って何 1000 
PAプロモーションから譲渡 

一部修正増刷 

HPに掲

載 

 



11 

 

5.3展示会への出展、参加    

東京国際展示場（ビッグサイト）で実施した建築再生展（5月末）、ジャパン建材展（8

月、3 月）、エコプロ展（12 月）に出展し、パネル、ロゴ付き木・紙製品等を展示し、

説明員を配置し、また、パンフレットを配布した。要請のある場合、展示会内ミニセミ

ナーに講師を派遣した。北海道、長崎県内の認証協議会等の認証広報のイベント、国際

森林デーの展示会場などでポスターの展示、パンフレットの配布を行った。また、認証

協議会からの出展のある木コレ他関係展示会を見学し、交流した。 

 展示会への出展    

      

  
実施期間 2018

年度 
展示会名 主催者 場所 参加状況 

1 

2018年 

5月 31日

（水）～6月 2

日（金 

建築再生展 
建築再生展

組織委員会 

東京ビッ

グサイト 

西棟 

アトリエ４Ａブースの一部で

SGEC/PEFCのパネル展示、パンフレッ

ト配布を実施。説明員を常時１－２名

配置。主催者企画連続講義の 1 小間で

SGEC/PEFCについて講義 

2 

2018年 

8 月 24（水） 

～29（火） 

ジャパン建材

展 

JKホールデ

ィング 

東京ビッグ

サイト 

主催者が 1 小間無償提供 

パネル、展示物、パンフレット 

を展示。説明員を常時１－２名配置 

3 

2018年 

12 月 7（木）， 

8（金）， 

9 日（土） 

  

エコプロ 2018

環境とエネル

ギーの未来

展 

日経新聞文

化事業部 

東京ビッグ

サイト東棟 

主催者から 1 小間有償借上鹿沼市日

光市共同出展説明員を常時１－２名配

置。関係県会社にパンフおきを依頼 

4 

2018年 12月

10日（月）, 

11,12日（水） 

森林認証パ

ネル展 
北海道 

北海道庁

1 階広報コ

ーナー 

SGEC/PEFCの 

パネル、認証製品の展示 

5 

 

2019年 1月 10

日（金）～2月

10日（日） 

東海 3 県グリ

ーン購入キャ

ンペーン 

東海 3 県１

市 

岐阜県内

ショッピン

グモール 

環境ロゴ入りのポスター作製への協力、

パネルの展示、パンフレット配布を実施 

6 

2019年 

3月 16日

（金）17日

（土） 

ジャパン建

材展 

 

 

ＪＫホール

ディング 

 

東京ビッ

グサイト 

西棟 

 

主催者が１小間無償提供 

パネル、展示物、パンフレットを展

示。説明員を常時１－２名配置主催者

企画連続講義の 1 小間で SGEC/PEFC

について講義 

7 

 

2019年 3月 23

日（土） 

国際森林デ

ー 

国際森林デ

ー2019 中央

行事イベン

ト実行委員

会 

木材・合

板博物館 

SGEC/PEFCのパネルを主催者のパネル

展示場の一部に展示。またパンフレ

ットを主催者配布資料に同梱 
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5.4 森林認証フォーラム、認証セミナーの実施 

 

5.4.1 国際森林認証フォーラム      

 （1）「SGEC/PEFC 国際森林認証フォーラム in東京 

2018年 6月 29日に、東京、港区三会堂ビル石垣記念ホールにて「SGEC/PEFC国際森

林認証フォーラム in東京を実施し、約 135名が参加した。29日には PEFC 会長（ピ

ーターレイサム）が基調講演（国連 SDGｓが、SGEC/PEFCの森林認証制度と親和性が

高い等）、パネリストの発表ののち、加盟国国代表を含め質疑討論が行われた。 

 

………………………………………………………………………………………………… 

2018 SGEC/PEFC 森林認証フォーラム 

- SDGs時代に期待が集まる国際森林認証制度-  

1 開催日時 2018 年 6 月 28日（木） 13:30～16:30 （参加料；無料）  

2 場 所 三会堂ビル 9F 石垣記念ホール 

3 内容 

開会のことば 緑の循環認証会議（SGEC/PEFCジャパン） 会長 佐々木恵彦 

来賓挨拶 林野庁長官 沖 修司氏  

基調講演「SDGsに貢献する PEFC 国際森林認証制度」 PEFC会長 ピーター レイサム 

パネルディスカッション 「SDGs に貢献する PEFCの国際貿易の促進」   

  コーディネータ－    安藤直人氏  東京大学名誉教授兼パネリスト 

  渡辺綱男氏  国連大学サステイナビリティ高等研究所 シニアプログラムコーディネーター     

倉光二郎氏  元住友林業株式会社営業本部木材部長    

太刀川寛氏  日本製紙株式会社 原材料本部 林材部長代理  

藤原勇彦氏  ジャーナリスト・元森林文化協会常務理事  

         

協賛 公益社団法人 国土緑化推進機構「緑と水の森林ファンド」助成事業  

………………………………………………………………………………………………… 

 

（2）国際認証材供給ネットワーク構築会議 

同セミナーの翌日の 6 月 30 日には、近隣諸国の PEFC 加盟国代表ほか約 50 名が参

加した国際認証材供給ネットワーク構築会議を実施した。同会議では、PEFC 会長

CEO、ベン・ガニバーグ事務局長、SGEC 佐々木会長、日本の森林林業関係団体、Ｃ

ｏＣ認証関係者に対し、加盟国７代表（東南アジア諸国及び韓国・ロシアの PEFC加

盟国の代表）から各国別の森林管理、森林認証事務の現状説明ののち、意見交換し

た。 

また、同フォーラムに参加した７加盟国連名で、国際森林認証に関する声明を作成
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し、林野庁長官に陳情書として提出した。 

 

…………………………………………………………………………………………………… 

-アジアを中心とした地域における SGEC/PEFC認証材ネットワーク構築会議- 

１ 開催日時 2018 年 6 月 29日（金） 10：00～17：00 （参加料；無料 1500円）  

２ 場 所 三会堂ビル 9F 石垣記念ホール 

開会の辞 緑の循環認証会議（SGEC/PEFC ジャパン） 会長 佐々木恵彦 

関係各国の状況発表（7か国） 

関係各国、業界団体、企業間ディスカッション 

分科会１ 個別面談 

分科会２ 林野庁表敬情報交換 

 

協賛 公益社団法人 国土緑化推進機構「緑と水の森林ファンド」助成事業  

……………………………………………………………………………………………………………… 

 

5.4.2. 森林認証セミナー               

2018年 7月 3日に東京、永田町ビル 4階会議室にて SGEC/PEFC森林認証セミナー（紙・

パ関係）を、また、2018年 12月には宮崎県及び大分県下で森林認証セミナーを実施し

た。 

 

（1）森林認証（紙・パ関係）セミナー      

2018 年 6 月 3 日に千代田区永田町ビル４Ｆ会議室にて国際森林認証フォーラムのサ

イドイベントとして、日本の紙・パルプ関係者を対象にして「SGEC/PEFC森林認証（紙・

パ関係）セミナー」を実施した。PEFC CEO ベンガニバーグを含む約 40名が参加した。 

 

（2）SGEC/PEFC 森林認証セミナー2018in 宮崎  

2018 年 12 月 19 日に宮崎県宮崎市のホテルメリージュにて宮崎県の協力のもとに森

林認証セミナーを実施した。同セミナーでは、森林認証の現況、認証実務の進め方、県

内での認証材流通の現況、オリパラ以降の需要開発、拡大への方策について説明し、討

論を行った。約 40名が参加した。 

 

(3) SGEC/PEFC森林認証セミナー2018in 大分  

 2018 年 12 月 20 日に、大分県大分市の大分県医師会館にて大分県、大分県森林組合

連合会の協力のもとに森林認証セミナーを実施した。同セミナーでは、全国の森林認証

の現況、認証実務の進め方、県内で協議会を立ち上げての森林認証取得の経緯と展望、

オリパラ以降の需要開発、拡大への方策について説明し、討論を行った。約 40 名が参

加した。 
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5.5. インターネットメディア・映像情報を利用した普及広報 
 

5.5.1. ホームページ（HP）を利用した情報提供 

緑の循環認証会議(SGEC/PEFCジャパン)のインターネット上のホームページ（HP）は、

SGECの公式の公示・広報メディアであり、認証事業体・認証状況の公示、認証規格改訂

案などの公表と意見提出、改訂した規格とその解説の公開、開催した会議の結果情報な

ど情報の公開、SGEC/PEFC ジャパンが開催するフォーラム・セミナー、展示会など公開

イべントへの参加案内と結果報告の公示場所として利用した。 

NPO 法人「PEFC アジアプロモーションズ」（2019 年 3 月末解散）の PEFCAP ニュース

レターNo30-No43（和英版）を SGEC/PEFCジャパンの HPに移植し、No44以降は SGECPEFC

ニュースレター（和英版）として継続発行した。 

 

5.5.2. 写真コンテスト    

2017年に引き続き、PEFC本部主催のフォトコンテストに参加し、HPで日本国内の写

真愛好家に参加を呼び掛けたところ、4 月 22日から 6月 5日までに 460点の優れた写

真の応募があった。SGEC 文書 5 の顕彰規定により審査委員会を設置し審査し、優秀作

品 7点を表彰した。 

審査結果に基づき、PEFC 本部主催のコンテストに 5 作品を推薦したところ、神奈川

県の原田さんの作品「春の筍掘り」が最優秀賞を獲得、PEFC 総会で紹介され、PEFC の

カレンダーにも掲載された。 

 

5.5.3. SNSを利用した普及広報 

前掲のフォトコンテストのため,  2018 年 4－7 月にはインスタグラムを利用し

SGEC/PEFC ジャパンとしてのフォトコンテストを実施した。また、2018 年 7－10 月

には、少花粉スギ推奨キャンペーンの一環として、夏ではあったがインスタグラムを利

用した少花粉スギ関連写真コンテスト（（別名ハクションキャンペーン；ハクション選

手権）を実施した。 

2018 年 7 月からは Web-site: “We Love Forest” を設立し、FaceBook を通じた少花

粉スギ植栽キャンペーンを開始し、SGEC/PEFC の認知度向上などのための手段とし

て活用した。 

 

5.6. 森林認証促進協議会の設立・参加 

2019 年 3 月 7 日に、治山治水協会会議室にて森林認証の普及促進のために森林認証

促進協議会が設立され、会長に宮林茂幸氏（東京農業大学地球環境科学部教授）、顧問

に澁澤壽一氏（NPO 法人 共存の森ネットワーク 理事長）、高原繁氏（緑の循環認証
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会議（SGEC/PEFC ジャパン）参与）が事務局長に、それぞれ選出・指名され、また、

2019 年の活動方針が承認された。2019 年には、SGEC/PEFC ジャパンが実施してきた

少花粉スギ植栽キャンペーン、森林認証フォーラム、及び、新たな活動項目である植樹

イベントなどの活動主体となり、SGEC/PEFC-ジャパンはこの団体会員として活動に

参加する。 

 

5.7. 2020 年オリ・パラ組織委員会の調達ワーキンググループへの

出席・情報提供 

 2018 年度には、2017 年度に引き続き、2020 年オリンピック・パラリンピック組織

委員会調達ワーキンググループからの照会・説明要請等に対応した。また、関係報道に

対して考え方を説明した。 

 

5.7.1. 調達ワーキンググループ(WG)への情報提供 

東京オリンピック・パラリンピック組織委員会の調達ワーキンググループ(WG)の持続

可能な木材・紙調達基準のとりまとめ作業に必要な事実情報提供に協力してきた。 

SGEC/PEFC ジャパンは、関係する PEFC 加盟国の認証管理団体と協力して事実関係を

調査し、一部は、WGまたは WG会合で提起された事案に関する事実関係の認識・PEFC基

準適用の考え方を説明した。 

 

 2017 年度には「紙・パルプの調達基準」に係る WG 会合に、オブザーバー参加した。

同会合では国際環境 NGOなどから先住民、労働者の人権、泥炭地、認証林以外からの木

質原料材の使用に関し、PEFC 規格が不十分であるとの問題提起があった。指摘に関係

するマレーシアの NGB（MTCC）,インドネシアの NGB（IFCC）他と協力し、問題の解明に

努め、TOCOPに対し説明し 2018年度には「紙・パルプ調達基準」が東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会 HPに公示された。 

 

また、2018年度 4月以降には、国際環境 NGOなどからの問題提起を受けて WGは「木

材調達基準の見直し」にかかる作業部会を開催した。特に、木材貿易に関する PEFC 森

林認証、CoC認証に関し、国際 NGOから、オリンピックスタジアムでの熱帯木材型枠用

合板の使用等マレーシア、インドネシアの PEFC森林認証、CoC認証に関し、また、ルー

マニアの特定認証企業等に関し、森林管理（保護すべき天然林、泥炭、オイルパーム）、

労働（解雇）、先住民または移住民の扱い、汚職問題等に関し、PEFC 加盟国及び PEFCの

認証管理基準・事務が低質であるとの差別広告的指摘があり、また、日本の一部の全国

紙は、現地取材にもとづく事実報道ではあるが、部分を全体に当てはまるものと誤解さ

れかねない紙面を読者に提供した。 
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5.7.2 SGEC/PEFCジャパンの考え方を説明 

同ワーキンググループ(WG)のとりまとめ作業に関連して表明された一部の全国紙、国

際 NGOの PEFC関連事案について、SGEC/PEFCジャパンは、関係する PEFC加盟国の認証

管理団体と協力して事実関係を調査し、WG,HP等を通じて提起された事案に関する事実

関係の認識・PEFC基準適用の考え方を説明した。説明のポイントは、PEFC制度は（SGEC

も同じであるが）、提起された問題に関し、調査・説明・課題解決の民主的手順を有す

るので、問題となるべき事実を付して提起していただければ、対応できる。というもの

である。 

 

６ PEFC NGB（日本の PEFC 認証管理団体）としての活動 

6.1. PEFC 認証管理事務の実施 

  相互承認に伴い、PEFC COC認証事業体の認証審査の管理、ロゴライセンス発行に係

る移行事務の他、NPO法人 PEFCアジアプロモーションズの活動を引き継ぎ、SGEC/PEFC

認証制度の普及広報活動を実施した。 

 

6.2 PEFCの会議・研修への参加 

（1）PEFC研修及びメンバー国会議（2018 年 4月） 

2018年 4月 23日から 27日にかけて、新任者向けの PEFC業務＆スタッフ紹介研修（2

日間瀬川参加）、それに引き続き定例の PEFC メンバー国会議がジュネーブで開催され、

堀尾、瀬川が参加した。メンバー国会議の全体会議では、ＦＭ認証規定の改正の検討状

況の説明等が PEFC 事務局より行われ、日本からは、各国の取組の紹介で、東京オリン

ピックを契機に森林認証が増えていることや今後の課題を紹介した。 

 

（2）PEFC総会（2018年 11月）   

PEFC 本部が主催する PEFC Week が 11 月 12～16 日まで PEFC 本部所在地スイ

ス（ジュネーブ）で開催され、梶谷、堀尾が年次総会 PEFC 加盟国会議(NMM)に出席

した。 

総会の主要議題は、「財務（加盟国ごとの会費(日本)95,376CHF）を含む）」、「認証基

準改訂（ST 1003; 2018: 持続可能な森林認証基準、ST 1002; 2018: グループ森林管理

認証基準）」、「人事案件」等であり、原案どおり採択された。 

なお、総会で SGEC/PEFC ジャパンが、年間 CoC 認証数の増加 第一位として表彰

され、また、4 月に開催した PEFC フォトコンテストにて、日本の応募作品「春の筍
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掘り」（川崎市・原田恭子さん）が第 1 位を獲得、NMM では、少花粉スギキャンペー

ン及び写真コンテスト（ハクション選手権）の取り組みを紹介した。 

 

（3）PEFCとの個別打ち合わせ会議          

2018年 6月 29 日には、東京オリンピック・パラリンピック組織委員会（TOCOP）WG

メンバー, SGEC/PEFC ジャパン事務局、MTCC ヨン事務局長の 3者会合があり、MTCC

認証事業体内で発生した労働事案に関する懸念が MTCC ヨン事務局長に伝えられ、ベ

ン ガニバーグ事務局長、中川 SGEC事務局長を交え情報交換した。 

 

（4）PEFC アジアマーケッティングハブ 

PEFC本部が設置しているアジア加盟国との電話会議（アジアマーケッティングハ

ブ）に参加し、情報交換した。 

 

 <公示認定認証機関>   

 

公示した認定認証機関     連 絡 先 

認証分野：SGEC-FM,SGEC-CoC,PEFC-CoC 

（一社）日本森林技術協会 森林認証室 

 

TEL: 03-3261-5516 FAX: 03-3261-3840 

E-mail:ninsho@jafta.or.jp 

URL http://www.jafta.or.jp/ 

認証分野：SGEC-FM,SGEC-CoC, PEFC-CoC  

（一財）日本ガス機器検査協会 

JIA-QA センター 環境検証室 

 森林 EPA グループ 

TEL: 03-3586-1686 FAX: 03-5570-9566 

E-mail: EPA01@jia-page.or.jp 

URL http://www.jia-page.or.jp/ 

認証分野：SGEC-FM,SGEC-CoC,PEFC-CoC  

SGS ジャパン株式会社  

認証・ビジネスソリューションサービス 

 森林認証部 

TEL: 045-330-5047 FAX: 045-330-5022 

E-mail: jpforest@sgs.com 

URL https://www.sgsgroup.jp/ 

認証分野：PEFC-CoC 

Control Union World Group 

（株式会社 Control Union Japan） 

TEL: 03-6659-4750 FAX: 03-6368-6403 

E-mail: infojp@controlunion.com 

URL: 

https://www.petersoncontrolunion.com/ja 

認証分野：PEFC-CoC 

ソイル・アソシエーション ウッドマーク  

（アミタ株式会社 環境認証チーム） 

TEL: 03-5215-8326 FAX: 03-5215-3040 

E-mail: ninsho@amita-net.co.jp 

URL: http://www.aiec-net.co.jp/ 
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